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公益社団法人ＪＥＯ・子どもに均等な機会を 

令和５年度 事業計画 

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日） 

 

Ⅰ 公益目的事業１  

 

【事業の趣旨】 

本事業は、子どもたちの心身の健全な発達への寄与及び豊かな人間性のかん養を目的とし

た支援事業を行うことで、子どもたちが未来へ希望を持てる環境を整え、もって持続可能な

社会を実現することを目的とする。 

 

【事業の構成】 

１ 児童養護施設などに対する生活環境支援事業 
 

（１）方針 

   令和４年度は、ＬＥＤ設備一式の助成については、計画１施設に対して、３施設に対

して実施した（応募者多数のため抽選で助成先を決定した）。これに対して、デジタル教

材搭載のパソコン及びタブレット端末の助成については、３回の実施を計画していた

が、２回目以後は応募施設がなく、１回（２施設）の実施にとどまった。 

   今年度は、施設に対するリサーチの結果、パソコン及びタブレット端末の需要が大幅

に減少していることが判明したため、助成品目を、ＬＥＤ設備一式ないしそれに準じる

エネルギー関連設備（品目未定。ただし、事業の変更認定を伴わないもの）のみとし、

助成を通じて子どもたちの心身の健全な発達をサポートし、未来への希望を持って成長

できる環境を整えることを目標とする。 

 

  助成のプロセス 

    【ＬＥＤその他エネルギー関連設備】 

      １．公募開始 

２．一次審査（理事会にて申込内容の審査） 

      ３．抽選（理事会で現場確認の順番を決定） 

      ４．二次審査（現場確認） 

      ５．寄贈先施設の決定（理事会決議） 

      ６．施工業者の選定開始（登録業者に見積りを依頼） 

    

 助成地域 

全国を対象とするが、ＬＥＤ設備の支援で遠方の施設への施工や現場確認が難しい場

合は、助成地域を限定する場合がある。 
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（２）活動計画 

  【ＬＥＤ設備の助成】 

   助成内容：ＬＥＤ設備一式（設置工事含む）の無償供与 

   助成対象：大阪府、奈良県、兵庫県、京都府、滋賀県、和歌山県の児童養護施設 

        （既に助成している施設は除く） 

助成施設数：３施設 

公募時期：令和５年度中（理事会で協議のうえ決定） 

   告知方法：募集要項を郵送にて配布、ＪＥＯウェブサイトに掲載。 

   助成先の決定：理事会の決議による。 

費用上限（予算）：9,000,000 円（3,000,000 円×3 施設） 

   実施時期：原資となる寄附金が集まり次第実施。 

 

【エネルギー関連設備の助成】 

   助成内容：当法人が調達したエネルギー関連設備（品目未定）の無償供与 

   助成対象：全国の児童養護施設 

      助成施設数： 未定 

      数量：未定 

公募時期：年度内に２～３回（都度公募エリアを限定して行う） 

   告知方法：募集要項を郵送にて配布、ＪＥＯウェブサイトに掲載 。 

助成先の決定：理事会の決議による。 

費用上限（予算）：ＬＥＤ設備の予算に含む。 

実施時期：原資となる寄附金が集まり次第実施。 

 

（３）予算 

   事業収入     0円（寄附金を原資とする）  

   事業支出 9,000,000円 

 

 

２ 子ども食堂事業 
 

（１）方針 

   令和４年度は、新型コロナウィルス感染拡大が収束せず、全１２回中２回が会場に参

加者を集めて実施することが困難となり、参加予定者にお弁当を配食することで代替す

ることを余儀なくされた。 

令和５年度は、全１２回（毎月）の実施を目標とする。昨年度同様、実施地域の社会福

祉協議会や同様の事業を行なっている他団体と連携し、情報やノウハウを共有しつつ、当

法人独自の内容（外食体験、調理体験、遊びの場を提供すること）で実施することを目標

とする。ただし、新型コロナウィルス感染拡大の状況によっては、令和４年度同様に、参

加予定者に対してお弁当を配食する方法で代替することがある。 
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また、令和４年度に引き続き、各地に「ＪＥＯ子ども食堂」を展開することを進めるた

め、当事業の趣旨に沿った事業運営のできる企業や団体の募集を行う。 

 

（２）活動計画 

  ア）当法人による開催 

実施場所：２５twogo（大阪市中央区）※令和４年度に「一華」から名称変更 

   対  象：生活困窮家庭の子であって、当法人の送迎なく実施場所へ行き来が可能な

者（大人の付添いは任意）。 

募集方法：大阪市地域こども支援ネットワーク事業（大阪市社会福祉協議会）、中央区子

どもの居場所連絡会（中央区社会福祉協議会）を通じチラシを配布。ＪＥＯウ

ェブサイトに掲載。     

参 加 費：子ども（高校生まで）無料、大人（付き添い）は３００円 

実施予定：１２回（ただし、お弁当配食になる場合がある。） 

 

イ）賛同企業・団体による開催 

   募集内容：外食体験、調理体験、遊びの場を提供する子ども食堂の実施場所を無償又

は低廉な対価で継続的に提供する企業又は団体を募集する。 

   契約形態：「子ども食堂事業に関する覚書」を締結 

   募集方法：ＪＥＯウェブサイトに掲載。セミナー事業での呼びかけ。ＪＥＯ会員への

紹介依頼。 

   募集時期：通年 

   実施場所：当該企業又は団体が選定する場所 

   対象、募集方法、参加費：アと同じ。 

      実施予定：３回 

 

（３）予算 

ア）について 

事業収入   28,800円（参加費＠2,400円×12回）  

事業支出 500,000円（＠40,000×12回＋イベント費用 20,000円） 

  イ）について 

事業収入   7,200円（参加費＠2,400円×3回）  

事業支出 120,000円（＠40,000×3回） 

 

 

３ 企業からの物品提供支援事業 
 

（１）方針  

   令和４年度は、末尾記載のとおり１１回の公募（３６施設へ提供）があった（すべて

無償提供）。 

   令和５年度も、令和４年度の提供企業に加え、新たな企業から支援を期待できる状況
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であり、かつ、毎回多数の応募があることから、本事業が安定的かつ迅速に支援が実施

できるよう、計画的、効率的に滞りなく事業運営を行うように努める。 

 

（２）活動計画 

  物品の基準：子どもの心身の健全な発達に資する物品（理事会で審査） 

  提供元への対価：無償又は廉価 

  実施時期：通年 

  提供先（対象）：児童養護施設及び子どもの支援団体 

  周知方法：担当理事を中心に、随時、企業への物品提供の募集（呼びかけ）を行う。 

       ＪＥＯウェブサイトに掲載。ＪＥＯ会員に対して周知依頼。 

  提供方法：物品の提供元となる協力企業から、当法人の基準を満たす提供品支援の申出 

があれば無償又は廉価にて当法人が譲りうけ、速やかにＪＥＯウェブサイト 

で助成先施設を募集する。応募があれば理事会にて受入先を審査のうえ提供

物品を贈与する。 

   提供先の決定：応募者多数の場合は理事会にて決定 

 

（３）予算 

   事業収入    0円 

事業支出 300,000円（公告宣伝費、交通費、廉価購入費用等） 

令和４年度　物品提供支援事業　実施記録

No 分類 提供品 受入数量 企業 備考 申出時期 提供時期

1 　食品 　お食事チケット 60食 株式会社はなまる　
長崎県、福岡県
児童養護施設　2施設

令和4年3月
令和4年6月
～
令和4年8月

2 　食品 　お弁当 506食
株式会社吉野家
株式会社出前館

神奈川県
児童養護施設　3施設
学童保育施設　1施設

令和4年3月
令和4年6月
～
令和4年8月

3 　教育 　教材使用権 7acct. 一般財団法人福祉教育支援協会　
埼玉県、岡山県、東京都、兵庫県、千葉県
児童養護施設　7施設

令和4年5月
令和4年6月
～
令和5年3月

4 　食品 　お弁当/店舗招待 115食 株式会社ビーエムエス
大阪府
児童養護施設　2施設

令和4年6月
令和4年
　7月～8月

5 　食品 　お食事チケット 234食 株式会社はなまる　
神奈川県
児童養護施設　2施設

令和4年6月
令和4年
　9月～11月

6 　教育 　学習教材 5台 株式会社イー・ラーニング研究所
神奈川県、兵庫県、長野県、岐阜県
児童養護施設　3施設
学童保育施設　2施設

令和4年7月
令和4年9月
～
令和5年3月

7 　食品 　お弁当 660食
株式会社吉野家
株式会社出前館

千葉県
児童養護施設　3施設
障害児入所施設　1施設

令和4年8月
令和4年11月
～
令和5年1月

8 　食品 　お食事チケット 202食 株式会社はなまる　
大阪府
児童養護施設　1施設
学童保育施設　1施設

令和4年9月
令和4年12月
～
令和5年２月

9 　食品 　お食事チケット 実施中 株式会社はなまる　
東京都
児童養護施設　2施設

令和5年1月
令和5年3月
～
令和5年5月

10 　食品 　お弁当/店舗招待 120食 株式会社ビーエムエス
大阪府
児童養護施設　1施設
児童心理施設　1施設

令和5年1月
令和5年
　3月～4月

11 　食品 　お弁当 実施中 株式会社吉野家

兵庫県、京都府
児童養護施設　1施設
学童保育施設　1施設
子どもの支援団体　2施設

令和5年3月
令和5年4月
～
令和5年6月
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４ セミナー事業 
 

（１）方針 

将来世代まで持続可能な社会の実現をテーマとしたセミナーを実施する。専門知識を

有する講師を招聘し、広く普及啓発することを目標とする。 

 

（２）活動計画 

  公益目的事業１のセミナーとの隔年開催であり、実施予定なし。 
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Ⅱ 公益目的事業２  

 

【事業の趣旨】 

本事業は、環境保全について会員及び一般社会へ広く情報発信することによって、未来の

子どもたちのために今できる環境保全活動に関する意識の向上を促し、もって持続可能な社

会を実現することを目的とする。 

 

【事業の構成】 

１ エコプログラム事業  

 
（１） 方針 

地球環境保全活動に関わる現場を訪問する体験を通じ、専門家の関与のもと、環境 

問題を深く理解し、それに取り組むために必要な技能、知識及び経験を習得すること

を目的とする。現地集合・現地解散の活動プログラムを企画し、移動および宿泊の手

配は参加者各自が行う形式で募集をする。 

 

（２）活動計画 

   日時及び場所：担当理事を中心に、理事会にて協議し決定する。 

   内容    ：現地集合・現地解散の活動プログラム（現地への移動や宿泊の手配は行 

わない。） 

   参加資格  ：特になし。 

   参加費   ：理事会にて協議し決定する。 

   周知方法  ：ＪＥＯウェブサイトに掲載。ＪＥＯ会員に対して周知依頼。 

 

（３）予算 

   事業収入  60,000円（＠3,000円×20名） 

事業支出  150,000円（交通費など） 

 

 

２ セミナー事業 
 

（１）方針 

    持続可能な社会の構築を環境面から考えるきっかけになるよう、専門知識を有する

講師を招聘し、広く普及啓発することを目標に、環境保全をテーマにしたセミナーを

実施する。 

 

（２）活動計画 

内  容：持続可能な社会の構築を環境面から考えるきっかけになるよう、専門知識 

を有する講師を招聘し、広く普及啓発することを目標に、環境保全をテーマ



7 

 

にしたセミナーを実施する。 

  実施時期：理事会にて協議し決定する。 

  周知方法：ポスターの掲示及びチラシの配布。ＪＥＯウェブサイトに掲載。ＪＥＯ会員

に対して周知依頼。SNS の活用。 

  参加資格：特になし。 

  参加費用：理事会にて協議し決定する。 

  講  師：同上 

  講師謝礼：300,000 円（税込。交通費別途。）を上限とする。 

 

３）予算 

   事業収入 140,000円（参加費） 

事業支出 500,000円（講師謝礼、交通費、会場費用等） 
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Ⅲ 法人運営  

（１）方針 

社員総会や理事会を必要に応じて適時に開催し、会議体により法人運営の適正を図る。 

会員の拡大に努めるとともに、会員管理の適正を図る。 

担当理事の指揮監督の下、事務局の適正かつ効率的な運用を図る。 

 

（２）活動計画 

（ⅰ）総会・理事会の開催 

① 定時社員総会の開催  

② 通常理事会の開催（年 10回） 

③ 臨時社員総会の開催  

（ⅱ）事務局活動 

① 各種資料作成 

② 広報・Ｗｅｂサイトの更新 

    ③ 各事業補佐 

 

（３）予算 

入会金・会費収入 

  【令和５年度見込み】 

   新規会員：正会員２社、法人賛助会員５社、個人賛助会員３名 

   入金金 ：380,000 円 

   会 費 ：9,198,000 円（既存会員 8,724,000 円、新規会員 474,000 円） 

  

（参考） 

【令和 4年度実績】（令和４年 4月 1日～令和 5年 3月 31日） 

 

 入会 退会
令和4年度末

（2023.3）
増減

正会員 0 0 5 0

法人賛助会員 4 4 62 0

個人賛助会員 4 1 19 3

令和3年度末

（2022.3）

5

62
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